メキシコへの沖縄県出身移民の歴史と実態 by 石川 友紀
１．はじめに
　 日本移民研究の先進県と称される沖縄県において、 これまで県史や市町村史誌で、
独立した移民 ・ 出稼ぎ編が刊行され、 県民に現在でも移民事象は大いに関心がもてれて
いる１）。 北米のアメリカ合衆国 ・ カナダ、 南米のブラジル ・ ペルー ・ アルゼンチン ・ ボリ
ビアの県移民については、 数多く取り上げられているが、 中米のメキシコについてはその
論文等は少ない。 それでも、 詳細に記述されたものとしては 『具志川市史』 （２００２刊）
第 4 巻、 移民・出稼ぎ、 論考編と 『名護市史』 （２００８刊） 本篇５、 出稼ぎと移民 （Ⅱ）
が挙げられる。






　 メキシコの面積は２０１１年現在１９６万４ ,０００ｋ㎡、 人口は２０１２年現在１億２ ,０８４万 7,
０００人、 人口密度は１ｋ㎡あたり６２人である。 メキシコの首都はメキシコシティで、 人口
は２０１０年現在郊外を含めると 2,０１１万 7,０００人である2）。 メキシコの国土は北緯１４度３２
分から同３２度４３分、 西経８６度４２分から同１１８度２２分の範囲にある。 同国の面積は日





海岸、 カリフォルニア湾に面して幅の狭い海岸、 南メキシコのテワンテぺク地峡、 南シエ
ラマドレ山脈、 ユカタン半島で成り立つ。
　 メキシコの高原は北部高原と中央高原に二分されるが、 北部の８００ｍから 1,０００ｍまで
の高原から徐々に高度が増し、中央高原の南端では約２,０００ｍから２,５００ｍまでに達する。
しかし、 同高原は平坦なものではなく、 幾多の山脈と渓谷によって寸断され、 南に向かう
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成している。 地理的にはこの地峡で北米から続いてきた地勢が継承し、 これから東南に
向かって中米が始まる。
　 メキシコは水の少ないサボテンの国と言われるが、 気候は緯度、 土地の高低、 海流
などの影響で複雑である。 国土の多くが高原や高い山岳地帯であるため、 海抜高度がメ
キシコの気候を左右する大きな要素とされる。 すなわち、 海岸に沿って植物が最も繁茂
する暑熱地帯と、 夏は低地ほど暑くなく、 冬は冷たい風が吹き込まない温暖地帯と、 高
度１,８００ｍ以上の冷涼地帯と、 それ以上に位置する高地の寒冷地帯の４つに区分される。
　 一般にメキシコの気候は６月から１０月までが雨季で、 １１月から翌年の５月までが乾季
であり、 乾季にはほとんど雨が降らない。 海抜高度 2,２４０ｍに位置するメキシコシティを
中心とする中央高原の気候は、 日本の秋の気候に似てきわめて爽快である。
　 メキシコの歴史を振り返ると、 ３世紀からマヤ文明を創造したメキシコの先住民は、 １４
世紀に現在のメキシコシティを中心にアステカ帝国を建設した。 その後、 １５１９年にスペ







達成したメキシコの近現代史を貫いているのは、 三つの革命である。 それらは、 独立革
命 （１８１０－２１年）、 レフォルマ革命 （１８５４年－６７年） およびメキシコ革命 （１９１０－
４０年） で、 いずれも大量の血を流して闘われた事件であり、 メキシコ近現代史の流れを
方向づけた、 歴史上の転換期である。」 3）
　 メキシコの人種構成は白人が約１０％、 混血が約８０％、 先住民のインディオが約１０％
と称されている。 白人は大部分がスペイン系であり、 混血は白人とインディオとの混血で、
メスティーソと呼ばれている。その結果、メキシコは「メスティーソの国」と言われる。それでも、





風俗 ・ 習慣等にもスペイン人から受け継いだ享楽的なまた情熱的な一面と、 先住民の楽






　 日本からメキシコへの初めての移民は、 １８９７年 （明治３０年） ５月に入国した榎本武
揚が勧めた３４人の榎本殖民であった。 しかし、 メキシコ南部のグアテマラに近いこのチ
ャパス州エスキントラ付近に入植した榎本殖民地は、土地の選定を誤ったとも言われ、また、
営農の経験不足、 習慣の相違、 経営の資金難、 移民責任者の熱意の喪失など、 悪条
件が重なり、 失敗したと伝えられる。 しかし、 リーダーの照井亮次郎の子孫を主体とする
榎本殖民の末裔が、 現在でも同地域に定住していると言われている。
　 榎本殖民に遅れること４年１９０１年 （明治３４） １１月、 熊本移民合資会社により第１回
のメキシコ契約移民８２人が炭鉱労働者として日本から送り出された。 同移民会社はそれ
以降１９０７年 （明治４０） １２月までに、 前後１２回にわたり１,２４２人の契約移民を送った。









　 以上を要約すると、１９０１年 （明治３４） から１９０７年 （明治４０） までの７年間に、熊本、
東洋、 大陸の３移民合資会社により、 メキシコへ送り出された日本人移民は８,７０６人にも
達した。 かれら移民は広大なメキシコのエスぺランサやフエンテの炭鉱、 ボレオの銅鉱山、
ブラックマウンテンの金鉱山、 セントラル鉄道などのほか、 コーヒー ・ 麻 ・ サトウキビ耕地
の契約労働者としても働いたのである。




へ転航 （転住） するつもりでメキシコへ渡航した者が、 きわめて多かったからだということ
である。
　 このメキシコへの移民の増加に決定的な打撃が加えられたのが、 １９０７年 （明治４０）
３月のアメリカ合衆国政府によるカナダ、 ハワイと並んで、 メキシコからの転航禁止令の公
布であった。 加えて、 日本の外務省もメキシコへの移民の渡航を漸次制限せざるおえな















くなり、 メキシコ北部のバハカリフォルニア、 ソノラ、 シナロア、 そして南部のベラクルス
やチアパスの各州とメキシコシティに、 日本人移民の定住社会が生まれた。 １９２０年代
後半から各コミュニティーに日本人会も結成され、 １９３９年 （昭和１４） の時点で日本人
家庭の９０％以上が、 その会員になったと言われている5）。
　 １９４１年 （昭和１６） 太平洋戦争が勃発すると、 １９４２年にメキシコは日米開戦に際し、
対日宣戦布告をし、 連合国側についた。 同年メキシコ政府はバハカリフォルニア州に住
む日本人は全員メキシコシティやグアダラハラへ移るよう命令が下された。 すなわち、 メヒ






　 外務省の移民統計によると、 １９３８年 （昭和１３） １２月現在メキシコ在留の日本人総
数は 4,６３５人であった。 その地域的分布は首都メキシコシティおよび中部地方に約５０％、
北西部の３州および低加州 （ローカリフォルニア） に約５０％が居住していた。 日本人移
民の職業は農耕 ・ 園芸 ・ 畜産業者が最も多く、 ついで物品販売業者、 その他は漁業、





ニティーをまとめた。 その結果、 日墨会館が建設され、 後には新たな二世の指導のもと、
メキシコ ・ 日本文化協会が生まれた。 今日では若い日系メキシコ人が、 メキシコの多文








　表１は第二次世界大戦前１８９９年 （明治３２） から１９４１年 （昭和１６） までの４３年間
の沖縄県からメキシコへの年次別移民数および全国比である。 同表の移民数の沖縄県を
みると、 メキシコへの初回移民は１９０４年 （明治３７） の２２３人である。 翌年移民数は０
となるが、 １９０６年 （明治３９） には９２人と回復し、 １９０７年 （明治４０） には史上最高




　 大正時代に入り、 １９１４年 （大正３） に１人、 １９１７年 （大正６） に２人みられ、 以後
０がつづき、 １９２０年 （大正９） の１５人以降メキシコ移民は継続するようになる。 移民数
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　 昭和初期メキシコ移民は比較的多い。 すなわち、 １９２７年 （昭和２年） に３８人、 翌
１９２８年（昭和３）に２０人、１９３０年（昭和５）に１８人、１９３２年（昭和７）に１５人を記録する。
昭和戦前期上記以外の年には一桁台で推移し、 １９３９年 （昭和１４） の３人でもって戦
前移民は終了する。 その結果、 沖縄県からメキシコへの移民数は１９０４年 （明治３７）
から１９４１年 （昭和１６） までの３８年間に合計８５９人の総数となり、 同数値は全国総数１
万４,５４８人の５.９％を占めた。
　 つぎに、 表１の沖縄県からメキシコへの移民数の全国比をみると、 １９０４年 （明治３７）
の初回移民は１７.７％をも占めた。 しかし、 移民数が多かったにもかかわらず、 全国比は




正１１） に２４ .７％、 １９２５年 （大正１４） に２６ .９％で、 全国の４分の１にあたる２５％以
上を占めることもあった。 昭和期にはその全国比の最高は１９２７年 （昭和２） の１１.９％で、
他の年次は１０％前後か、 それ以下の１桁台であった。
　 以上、 第二次世界大戦前沖縄県からメキシコへ直接渡航した移民数や全国比をみて
きた。 しかし、 メキシコへの移民は契約移民や自由移民を問わず、 金もうけのため、 周





　 沖縄県から初めてメキシコへ移民を送り出したのは、 １９０４年 （明治３７） 年６月のこと
であった。 県の移民統計をみると、 表１のとおり同年２２３人がメキシコへ渡航したことにな

















　 １９０４年 （明治３７） ５月１ 7 日付の 『琉球新報』 に、 初めて沖縄県におけるメキシコ
移民の募集の記事が現れる。 それは日本初の移民会社である日本吉佐移民合資会社の
後身で、 東京に本社をもつ東洋移民合資会社の業務代理人肥後孫左衛門と社員神谷
忠雄の両氏が来県し、 メキシコ行移民数百名を募集する、 とのことであった。 そして、
肥後は近便にて東京より出張してくる狩谷三市と検査医田中音吉を伴い、 名護間切へメ
キシコ移民募集のため出張する予定としている。
　 １９０４年 （明治３７年） ５月１７日付の 『琉球新報』 に 「移民募集」 と題して、 上記の
三氏が５月１３日に名護に出張し、 メキシコ移民の募集をしたら、 予想外の多数の移民の
応募者があった。 という記事がみられる。 また、 同日同紙にメキシコ行移民募集の特別
広告も出している。 その後、 同紙の６月１日付には読谷山間切喜納村においても、 メキ
シコ行移民の募集を６月１日より開始したい、 という特別広告を出している。
　 １９０４年６月２３日付の 『琉球新報』 には 「メキシコ移民の出発」 と題して、 「東洋移
民会社の取扱に係る本県のメキシコ行移移民二百十名は昨日の便船にて出発せり」 との
記事がある。 そして、 同紙の６月２７日付の特別広告に 「メキシコ行移民乗船永田丸瀬





也。」 とあり、 このことより１９０４年 （明治 37） ７月６日県初のメキシコ移民は神戸港を出
航したことが確認された。
　 １９０４年 （明治３７） ９月５日付の 『琉球新報』 には 「墨国移民の危険 （上）」 と題す
る記事がみられ、以後、沖縄県初回メキシコ移民の就労上の問題点などの不安材料が多く、
その後同紙でたびたび取り上げられている。 また、同紙９月１５日付には 「本県墨国移民」
の題で、 メキシコにおける県初回移民の現状が、 和歌山 ・ 福岡 ・ 鹿児島 ・ 宮崎 ・ 広島
の５県の紛擾 （紛争） とは異なり、 皆無事である旨の記事が出されている。
　 メキシコ移民を取り扱った東洋移民合資会社の報告によると、 沖縄県出身初回移民は
１年後１９０５年 （明治３８） 時点で、 エスぺランザス炭坑に就労している者は２００人であ
ったといい、 かれらの生活状況を以下のように記している。
　 県移民の炭坑での就労時間は定時より遅いが、 採掘仕事は真面目で好評を得ている。
仕事が終われば入浴、 食事のあと三味線を弾いたり、 公園を散策し、 メキシコ人と交流
したり、 ビールを傾けたりして生活を楽しんでいる。 食事は米 ・ 麦粉 ・ 豆 ・ 山羊肉であり、
とくに山羊肉は安く手に入り好んで食べ、 さほど食事に金がかからない。 県移民の特色
は性質は至極柔順で、 概して腕力が強く、 採掘坑業に適する。 しかし、 欠点としては
36











十四円余、 少きは五円余なり。 而して、 総平均額は五十五円余なり。 これは勿論積立
金の外なりと知るべし。」




月に就労し、 炭坑総支配人の報告によると、 優秀な成績をあげ、 送金も多く、 労働に
熟練してくれば、 もっと稼ぐであろう、 と述べている。








　 同上の広告記事をみると、 １９０４年 （明治３７） のメキシコへの初回移民が東洋移民に
よる炭坑への契約移民であったのに対して、 ２年後の１９０６年 （明治３９） の県の第２回
移民は、 大陸殖民合資会社による砂糖 ・ コーヒー ・ 麻の耕地および製造所への労働と
なっている。 その契約移民としての契約条件は、契約年限が２か年、賃金が一日１円５０銭、
年齢が１８歳以上４０歳まで、 身長が４尺９寸 （約１４８㎝） 以上、 眼の検査はなし、 とな
っている。







　 県における最終メキシコ移民募集の特別広告が、 『琉球新報』 １９０６年１１月２５日付
の記事にある。 それによると、 契約条件は労働の種類が鉄道工夫に変更され、 那覇港
出発が１９０７年 （明治４０） １月中旬に予定され、 眼の検査もなし、 と強調されている。
この時期はハワイの移民ブームのころでもあったが、 メキシコへの移民も１９０６， ０７の両
年には全国的にも多く、 県の移民統計 （表１） でも１９０６年に９２人、 １９０７年に２５０人
の移民数を記録する。
　 振り返って、 メキシコにおける県初回移民の実態が、 炭坑のガス爆発により犠牲者を




　 このように、 明治期数多く渡航した県のメキシコ移民は、 早い時期から沖縄県へ送金
を行った事例が、 当時の新聞記事からうかがえる。 『琉球新報』 の１９１２年 （明治４５）
３月２日付の記事によると、 １９１０年 （明治４３） 中のメキシコから県への送金額は２万 9,
８３６円にも達していた１2）。 また、『琉球新報』 １９１３年 （大正２） ８月２１日付の記事によると、









縄県史』 第２０巻 （１９６７年刊） に収録された 『琉球新報』 の記事から拾い出したものである。
表中空白の欄は県の統計がみつからず、 不明にしておいた。
　 同表の在留人員をみると、 メキシコにおける県出身移民数は明治末期の１９１１年 （明
治４４） に１２２人であったのが、 翌１９１２年 （大正元） には２９３人と２.４倍に増加している。
その３年後の１９１５年 （大正４） には１３６人となり、 ２００人台を維持する。
　 大正１０年代にり、１９２１年 （大正１０） には１５５人で、翌年の１３１人以後、１９２４年 （大
正１３） の１５３人まで１００人台であった。 在留人員は１９２５年 （大正１４） には２６０人と
ピークを形成する。
　 昭和期に入ると、１９２７年 （昭和２） の２１９人以後、１９３１年 （昭和６） の１６９人を除き、
１９３３年 （昭和８） の２８３人まで２００人台で推移する。 在留人員は１９３４年 （昭和９）
38
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には同表最高の３３２人に達する。 翌１９３５年 （昭和１０） の３２２人までは多かったが、
１９３６年 （昭和１１） の２７４人と減少し始める。 在留人員は１９３７年 （昭和１２） には２５
６人となり、 翌年の１７１人以後は１００人台となり、 １９４０年 （昭和１５） の１９６人で昭和
戦前期を終了する。
　 表２のメキシコから沖縄県への送金額についてみると、 総じてその変化が激しい。 また、
在留人員の全員が送金したとは限られないので、その相互の関係もなさそうである。 しかし、
在留人員が多ければ、 送金額もそれに比例して多くなったとは考えられる。
　 同表のメキシコ移民による県への送金額についてみると、 １９１１年 （明治４４） に１万１
,６６１円であったのが、 翌１９１２年 （大正元） には６０％の６ ,９６０円にまで減少する。 翌
１９１３年 （大正２） には前年の４８％の３,３４２円にまで落ち込んだ。
　 郷里へのメキシコ移民の送金は１９２１年 （大正１０） に 6,１０５円であったのが、 翌１９２
２年 （大正１１） には約２倍の１万２,４１９円を記録する。 その後、大正末期の１９２５年 （大
正１４） には３万５,３８４円と、 大正期から昭和期にかけてそのピークを形成する。
　 昭和期に入ると、メキシコ移民の送金はほぼ１万円前後の送金額を維持し、１９３３年 （昭
和８） には史上最高と思える４万９,０７９円にまで達する。 翌１９３４年 （昭和９） の２万７,９
２６円、 １９３５年 （昭和１０） の４万 1,９７０円、 １９３６年 （昭和１１） の２万 3,４９９円も比
較的送金額が大きかった。 そして、 メキシコにおける沖縄県出身移民の戦前の送金額は、
１９３７年 （昭和１２） に１万 4,９９９円、 翌年に１万 6,４４６円となり、 １９４０年 （昭和１５）
の４万０,３１１円のピークで終了したと思われる。
　 外務省の 『昭和十五年海外在留本邦人調査結果表』 （１９４３年刊） によると、 メキシ
コにおける沖縄県出身移民の在留者数は、 １９４０年 （昭和１５） 時点で男性が１５９人、












































































































年刊） によると、 １９４４年 （昭和１９） １月時点で、 メキシコへ渡航した県出身移民の累
計は７８５人となっていた。
　②メキシコ在住一世移民の居住地の移動と職業の変遷
　 １９０６年 （明治３９） から１９０７年 （明治４０） にかけ、 メキシコへ移住した初期の沖縄




　 比嘉安義 ： 南米のペルーではあれ程発展している沖縄県人も、 メキシコでは極めて寥
寥たるもので、 氏の如きは例外的な存在である。 氏は１９０７年 （引用者注以下同じ、




　 仲宗根勝吉 ： １９０７年 （明治４０） オアハケニヤ耕地行移民として渡墨、 暫時耕地で
就働（労） の後墨都に出でて、 外人経営の料理店の皿洗いとなって、 斯業の研究や、
言語の習得を始めた。 慣れない労働で、 而も異国の空での仕事で、 最初の苦労は想
像し難いものがあった。 然し男子志を立てて始めた以上、 万難を克服せねばならない。
氏は幾多の試練に堪え、 数年後には同郷の、 安里亀喜氏と共同にて、 独立した料理店を、
市内目抜のサン ・ ファン ・ レストラン街に開店することが出来た。 両氏のレストランは無類
の繁栄を見たが、 同氏等はこの外にも菓子製造工場を経営し、 その製品はあまねく全市
小売業店に販売され好評を博した。
　 真境名元憲：１９０６年 （明治３９） オアハケニヤ耕地行移民として渡墨、数ヶ月滞在の上、
首府其地各地に転住、 その間言葉の研究と共に一般国情を視察し、 一応の自信を得た
ので、 １９１０年 （明治４３） には小規模ながら洋服縫裁店を開業した。 その後順調な繁
栄を見るに至った。 氏は日本人会の役員や沖縄県人会々長として、 在留邦人のために
尽す処も大であった１5）。
　 新門亀・島袋常成 ： 両氏は共に１９０６年 （明治３９） オアハケニヤ耕地行移民組であり、
サリナクルス港で下船後目的地に向って輸送され、 一応砂糖耕地の労働者となったが、
炎熱と風土病には堪え難く、 数ヶ月後には耕地を捨てて、 新門氏は墨都に向い、 島袋
氏は玖瑪に転航した。 両氏共、 戓は外人家庭か倶楽部に雇われ、 戓時には農園労働
者として働く等、 幾多の苦労を嘗めたが、 幸にして身体強健、 数年後には共に多少の
資金を蓄えることが出来た。 依って１９２２年 （大正１１） には墨都に於て両人再会し、 洋
食料理店を開設した。氏等のレストランは“サロン東京”の屋号をもって市民に知られ、益々
繁栄に向った。
　 山内亀千代 ： １９０６年 （明治３９） 渡墨、 一先づオアハケニヤ耕地に落着き、 数ヶ月
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就労の後墨都に出て一外人家庭に家事使用人として雇われた。 正直勤勉な氏の人物が
認められ、 家人に愛されて数年間留まり、 その間若干の貯蓄が出来たので、 １９１５年 （大
正４） には郊外のエル ・ オロ町で小料理店を開業した。 然し成績思わしくなかったので、
数年後には首府に移転し、 目抜の繁華な場所を選定し、 “東京ホテル ・ レストラン” の
屋号をもって料理店を開業した。 店舗は地の利を得たことと、 設備完全清潔のため、 日
を遂って繁栄し、 今日にては男女使用人及楽手 （楽師） 等合計４０数名に達している 16）。
　 福嶋方林 ： １９０６年 （明治３９） に渡墨したオアハケニヤ耕地行移民の中でも、 氏の
如く辛抱強く、 耕地の悪条件に堪え、 契約期間を満了した者は稀である。 耕地で２ヵ年
を過した後首府に出で、 外人経営の電気機械商に雇用され、 次でグアダラハラ市に移
って清涼飲料の路頭販売に従事した。 更に自動車の修理や運転技術を習得して、 首府
に再び帰って、 数台の自動車を購入し貸自動車業を開業した。 不幸にして１９１５年 （大




　 平田金福：日露戦争直後の１９０６年 （明治３９） にオアハケニヤ耕地行移民として渡墨、
耕地に留まること数ヶ月にして脱出、 首府に出で、 家庭労働に従事すること３ヵ年、 この
間に言語や風習を習い、 次でパチユーカ市の電気会社に入社し、 機械運転工として勤
務すること８ヵ年、 再び首府に出で、 レストラン従業員として働くこと１ヵ年、 その後行商
を行なうこと２ヵ年、 若干の蓄財が出来たので、 方向転換してミナチトラン市に出で、 食
料品雑貨商を開店した。 氏の商店は堅実な発展を遂げ、 今日に於ては雑貨、 雑穀類
の卸販売に迄発展するに至っている。








１９１６年 （大正５） には多少の蓄財も出来たので、 ミナチトラン町に定住することに決め、
食料品雑貨店を開いた。 其後当地に定着し、 順調な経営を行なっている。
　 田場太郎 ： １９０６年 （明治３９） 渡墨するや直ちにコロンビア砂糖耕地に４ヵ月、 オア






て、 食料品雑貨店の経営を試みた。 不運にも翌年には革命戦乱に見舞われ、 匪族の
ため商品は雇われ、 家屋は焼き払われてしまった。 これに同情した近隣の同胞数氏は
義損金を集め、 食料品店の再開を援助した。 １９２４年 （大正１３） には再度暴動の被害
を受けたけれ共、 ガソリン、 ボート１隻を購入し運送業を始めた。 幾多の災難に苦しめら
れた氏も、 その後業務は順調に進んでいる１8）。
　 仲宗根正（政）三郎 ： 明治２３年生。 （インタビュー時） ８０歳。 １７歳と云う若い身で沖
縄丸に運ばれ、 横浜に着き、 次には何丸に乗ってサリナクリスに来たが、 もう忘れて居
られる。 コアウイラの炭坑で半年働き、 飛び出して、 野菜作りをするうちに、 革命が起る。
将来いかなる事変がくるかわからないので、 アメリカへ密入国し、 日に４ドルの大金を儲
けていたが、 官憲に発見され、 日本へ送還、 運悪く徴兵にとられ、 兵役を終へて、 キ
ューバに渡り、 又メキシコに再入国する。 以来床屋を初め、 よろずの仕事をやり、 大戦
争中に長男が戦死するなど、 辛酸の一路をたどったと、 側をはなれず、 微笑している老
婦人と共に、 口をそろえて、 いかに子供を育てるのに苦労したかを語り、 長途の過去を
しみじみと回顧せられる様に、 同情を禁じ得なかった。 幸いにいい子供さんにめぐまれ、
その一人は飛行機整備士である 19）。
　 宮城兼吉 ： 明治２０年生。 （インタビュー時） ８３歳。 ２０歳で笠戸丸の船客となり、 コ
アウイラのパラウーサと云う炭坑へ、 ６００人近い同船者と３年契約で入りましたが、 うまく
やると２円にも、 そして３円にもなり、 日本では雇いは５０銭にもなりませんでしたからね。
内乱時代は農業をやり、 又タンピコの石油地にもいたりするうちに、 大戦でこちら （タクバ）
に引っぱられました。 この工場 （ﾍﾟﾌﾟｼｺｰﾗ） に２３年も働いて、 もう退職したいのですが、
とても聞入れてくれませんと、いかにも誇り高く、うれしそうに、小型の身をゆすって居られる。
小々リューマチにやられていますが、 酒もタバコも十分いけますし、 おどりもやっています。
病気はしたおぼえもありません。 毎年のグワダルーペ祭には、 必ず日系人に交わり、 巡
礼団体に加わって、 テペヤックへお詣りするんですと、 カトリック信者の信の深さを示して





期に増加し、 昭和期に入ると、 ほぼ２００人台を維持し、 最高は１９３４年 （昭和９） の３
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その移民数は伸び悩んだ。 その理由は隣接するアメリカ合衆国という金もうけのできる巨
大な労働市場があっため、 同国へ密入国するメキシコ移民が少なくなかったからである。
また、 メキシコは革命や動乱が頻繁に起き、 治安の悪化などもあり、 定住の移民地とは
ならなかった。 そのため、県の海外への移住国としての発展の余地が少なかったと言えよう。
　 沖縄県の 『国際交流関連業務概要』 （２０１２年刊） によると、 第二次世界大戦後県か




やメキシコの沖縄県系人は一世 ・ 二世は少なくなり、 三世 ・ 四世の時代に入っている。
県は前掲の業務概要で、 ２０１１年 （平成２３） 現在メキシコの沖縄県系人数を９２２人と
推計している。
　 最後に、 １９７０年代メキシコ沖縄郷友会会長を務めた前田信勝氏の 「メキシコ七十年













　 メキシコ国の経済成長は、 発展途上にある中、 南米諸国の中でも一位にあり、 最近





　 メキシコへの日本人及び沖縄県出身移民研究の少ない現状に鑑み、 本稿では 「メキ
シコへの沖縄県出身移民の歴史と実態」 と題して、 以上基礎研究の段階として 「メキシ










の成果を発表した 22）。 このプロジェクトの第３次調査で、 メキシコシティなどにおいて沖縄
県出身移民の実態調査を行う予定であると、 研究目的にも記しておいたが、 実現せず残
念であった。
　 このプロジェクトより以前に 「南米における沖縄県出身移民に関する地理学的研究」 （Ｏ
ＩＳＬＡ） と題して、 やはり科研費により、 １９７８年度から１９８８年度まで１０年以上にわたり、
ブラジル・ペルー・アルゼンチン・ボリビアの４か国を取り上げ、 琉球大学教授田里友哲 ・
同中山満を研究代表者に地理学教員を主体に、 戦前 ・ 戦後の県移民の現地調査を、
予備調査と併せて３次の本調査を実施し、 多くの成果を挙げてきた２3）。
　 現在、 沖縄県の 「国際交流関連業務概要」 （２０１２年刊） の 「海外沖縄県人会名簿」
によると、 ２０１２年１月現在海外の沖縄県人会は２５カ国１地域にわたり８６もあり、 会員
数は７万４ ,３１５人とのことである。 うち、 メキシコ沖縄県人会は４０世帯 ・ ２１１人が会員と
して登録され、 会長はペレス ・ ナカンダカラ ・ エリアス氏である。
　 ２０１６年 （平成２８） １０月２６日～３０日には 「第６回世界のウチナーンチュ大会」 が沖
縄県内で開催予定である。 戦前 ・ 戦後苦難の道を歩んできたメキシコにおける沖縄県出
身移民の歴史と実態を、 われわれも情報として持ち合わせておくべきであると思い、 あえ
てまとめた次第である。 これを土台にして、 メキシコを含む世界 ・ 日本 ・ 沖縄の移民事
象に関心がもたれ、 また、 若手移民研究者の輩出を望むものである。
[ 注 ]
１） 石川友紀 （２０１１） 「第５部　沖縄移民の諸相　第５章　沖縄移民史の課題と展望」 沖
縄県文化振興会史料編集室編 『沖縄県史』 各論編、 第５巻、 近代、ｐｐ.４６６－４６８の
表１の移民 ・ 出稼ぎ編を含む市町村史誌、 沖縄県教育委員会を参照。
２） 矢野恒太記念会編 （２０１３） 『世界国勢図会』 ２０１３/１４年版、ｐ.１５ｐ.３４ｐ.８８、 矢野
恒太記念会。
３） 国本伊代 （１９９７） 「第６章　メキシコ」 国本伊代 ・ 中川文雄編著 『ラテンアメリカ研究
への招待』ｐ.１８１、 新評論。
４） ヘスス ・Ｋ・ 赤地、 カルロス ・Ｔ・ 春日ほか （２００２） 「日系メキシコ人の歴史」 アケミ ・
キクムラ＝ヤノ編 ・ 小原雅代訳 『アメリカ大陸日系人百科事典』ｐ.２８０、 明石書店。
５） 前掲注４） と同じ、ｐ.２８５。
６） 前掲注４） と同じ、 日墨協会 「第７章　メキシコの日系コミュニティ」ｐ.２７７。
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７） 前掲注４） と同じ、ｐ.２７７。
８） 上野英信 （１９８４） 『眉屋私記』 潮出版社、 倉部きよたか （１９８９） 『峠の文化史―キ
ューバの日本人』ＰＭＣ出版を参照。
9） 以下の記述は筆者が琉球政府編 （１９６９） 『沖縄県史』 第１９巻、資料編９、新聞集成・




明治３７年の東洋移民合資会社が１９０４年 （明治３７） ７月に作成した 「エスぺランザス
第一回移民名簿」 によると、 沖縄県移民は２０２人と記されている。
11） 前掲注９） と同じ、 『西原町史』 第６巻、 pp.32-40。




14） 比嘉安義は外務省の 「海外旅券下付表」 によると、 戸主比嘉安勝の２男、 国頭郡名
護間切名護村出身。 ２１歳 （明治１９年１１月５日生） のとき、 明治４０年４月１９日に沖縄
県庁より旅券が下付、 同年５月１８日に神戸港を出航した。 渡航地はメキシコ国、 渡航
の目的は炭鉱坑夫、 契約期限は３か年であった。 （沖縄県立図書館史料編集室編 （１９
９４） 『沖縄県史料』 近代６、 移民名簿Ⅱ、 沖縄県教育委員会、ｐ.２８所収）
15） 真境名元憲は戸主、 士族、 島尻郡豊見城間切真嘉部出身、 ３９歳 （慶応２年１２月８
日生） のとき、 明治３９年１１月１９日に沖縄県庁より旅券が下付、 同年１２月１０日に日本
を出発した。 渡航地は墨国、 渡航目的は農夫、 契約期限は２か年であった。 （沖縄県
立図書館史料編集室編 （１９９２） 『沖縄県史料』 近代５、移民名簿Ⅰ、沖縄県教育委員会、
ｐ.６６３所収）
16） 山内亀千代は戸主山内口吉弟、 平民農、 中頭郡中城間切新垣村出身。 １９歳 （明
治２０年７月２７日生） のとき、 明治３９年１１月２０日に沖縄県庁より旅券が下付され、 同
年１２月１０日に日本を出発した。 渡航地は墨国、 渡航目的は農夫、 契約期限は２か年
であった。 （前掲注１５） と同じ移民名簿Ⅰ、ｐ.６６３所収）
17） 譜久嶋方林は戸主譜久嶋方綱２男、 士族、 宮古郡下地間切仲地村出身。 １９歳 （明
治２０年１０月２４日生） のとき、 明治３９年１０月２０日に沖縄県庁より旅券が下付され、
同年１２月１０日に日本を出発した。 渡航地は墨国、 渡航目的は農夫、 契約期限は２か
年であった。 （前掲注１５） と同じ移民名簿Ⅰ、ｐ.６５９所収）
18） 田場太良は戸主、 平民農、 中頭郡与那城間切平安座村出身。 ３６歳 （明治３年８月
５日生） のとき、 明治３９年１１月２２日に沖縄県庁より旅券が下付され、 同年１２月１０日




19） 仲宗根政三郎は戸主仲宗根政次郎の３男、 平民農、 国頭郡本部間切伊野波村出身。
１７歳 （明治２３年１０月生） のとき、 明治４０年１０月１２日に沖縄県庁より旅券が下付され、
同年１０月２３日に横浜港を出航した。 渡航地は墨西哥、 渡航目的は鉱業、 契約期限
は３か年であった。 （前掲注１４） と同じ移民名簿Ⅱ、ｐ.４２）
20） 宮城兼吉は戸主宮城兼長の３男、平民農、国頭郡名護間切宇茂佐村出身。 １７歳 （明
治１９年１１月生） のとき、 明治４０年１０月１２日に沖縄県庁より旅券が下付され、 同年１
０月２３日に横浜港を出航した。 渡航地は墨西哥、 渡航目的は鉱業、 契約期間は３か
年であった。 （前掲注１４） と同じ移民名簿Ⅱ、ｐ.４７）
21） 兼本盛一編 （１９７４） 『雄飛』 第３１号、 創立５０周年記念号、ｐｐ.６１－６２、 沖縄県
海外協会事務局。
22） 石川友紀 （２０１３） 「北米における沖縄県出身移民に関する地理学的研究―ハワイ一
世移民の現地調査事例を中心に （Ⅰ）－」 『移民研究』 第９号、ｐｐ.４１－６２、 沖縄移民
研究センター。 同 （２０１５） 『同上 （Ⅱ）』 『同上』 第１０号、ｐｐ.４３－６８、 同センター。
23） 琉球大学法文学部で発刊した 「南米における沖縄県出身移民に関する地理学的研究」
（ＯＩＳＬＡ） の成果は、 報告書３冊のほか論文などが２０篇以上に及ぶ。 その詳細は石
川友紀 （２００３） 「南米における沖縄県出身移民に関する地理学的研究―一世の地域
的分布と職業構成を中心にー」 『歴史地理学』 第４５巻第１号、ｐｐ.７２－８５、 歴史地理
学会を参照してほしい。
　 付 ： メキシコの沖縄県出身一世移民の証言としては、 既刊の市町村史誌や字史誌の
ほか、琉球新報社編集局編著 （１９８６） 『世界のウチナーンチュ２』 ひるぎ社が参考となる。
